
平成22年4月15日 第172号【 4 】市 議 会 だ よ り

庁内業務の電算化は、十分な
費用対効果の研究を

（仮称）校外学習センター
（北小野勝弦）

総務環境委員会

厳しさの中　平成22年度予算可決

　
総
務
環
境
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
議
案
は
、
予
算

議
案
（
補
正
を
含
め
）
8

件
、
条
例
3
件
、
人
事
１

件
、
事
件
3
件
で
、
慎
重

審
査
の
結
果
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
ま
た
は
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
当
委
員
会

は
、
歳
入
全
般
お
よ
び
歳

出
で
は
、
総
務
費
、
民
生

費
の
一
部
、
衛
生
費
、
消

防
費
等
幅
が
広
い
審
査
と

な
り
ま
し
た
。

　
平
成
２２
年
度
予
算
は
、

歳
入
で
市
税
収
入
の
減
に

よ
り
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
２６０
億

円
を
確
保
で
き
た
。
歳
出
等
社
会

資
本
整
備
の
推
進
を
は
じ
め
喫
緊

の
課
題
に
対
応
し
た
。
経
費
は
前

年
比
5
％
カ
ッ
ト
等
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
委
員
よ
り
、
基
本
計

画
な
ど
各
種
の
事
業
計
画
の
策
定

は
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か
と
の
指

摘
を
は
じ
め
合
併
債
の
利
用
に
対

す
る
指
摘
、
庁
内
電
算
化
に
対
す

る
費
用
対
効
果
の
問
題
、
同
報
系

防
災
行
政
無
線
整
備
の
関
係
、
両

小
野
国
保
病
院
組
合
の
運
営
問
題
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
今
後
の
状
況

に
つ
い
て
、
ア
パ
ー
ト
・
事
業
所

等
の
ご
み
分
別
の
問
題
、
市
民
公

募
債
（
ワ
イ
ン
債
）
の
今
後
に
つ

い
て
等
。
条
例
関
係
で
は
、
一
般

職
員
の
残
業
６０
時
間
を
超
え
る
部

分
に
係
わ
る
改
正
。
人
事
案
件
は

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
に

つ
い
て
。
事
件
案
件
は
波
田
町
が

松
本
市
へ
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り

必
要
事
項
の
改
正
等
。
補
正
予
算

は
、
八
十
二
銀
行
へ
の
売
却
土
地

の
廃
棄
物
処
理
費
用
の
支
払
関
係

等
で
、
多
く
の
活
発
な
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
陳
情
に
関
し
て
、
議
会
第
4
号

と
し
て
「
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久

平
和
を
求
め
る
意
見
書
」
を
、
国

へ
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

福祉教育委員会

「校外学習施設」で議論

　
福
祉
教
育
委
員
会
へ
の

付
託
議
案
は
、
条
例
2
件
、

人
事
１
件
、
事
件
2
件
、

予
算
9
件
、
議
員
提
出
議

案
１
件
、
陳
情
１
件
で
審

査
の
結
果
、
平
成
２２
年
度

予
算
に
つ
い
て
は
賛
成
多

数
で
、
そ
れ
以
外
の
案
件

に
つ
い
て
は
全
員
一
致
で

可
決
す
べ
き
も
の
、
同
意

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　
条
例
で
は
、
統
合
に
よ

る
片
丘
南
部
保
育
園
の
廃

止
、
片
丘
北
部
保
育
園
の

名
称
を
片
丘
保
育
園
に
改
め
る
と

い
う
、
市
保
育
所
条
例
の
一
部
改

正
と
、
子
ど
も
の
医
療
費
へ
の
福

祉
医
療
給
付
を
小
学
6
年
生
ま
で

広
げ
る
こ
と
に
伴
う
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
、
平
成

２２
年
度
予
算
で
は
、
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
費
中
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

の
在
宅
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

「
塩
尻
市
振
興
公
社
に
業
務
委
託

す
る
理
由
は
」
と
の
問
い
に
対
し
、

「
在
宅
で
の
Ｉ
Ｔ
業
務
開
拓
等
の

事
業
で
あ
り
、
関
連
企
業
等
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
期
待
で
き
る
」
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
教

育
費
中
（
仮
称
）
校
外
学
習
セ
ン

タ
ー
費
に
つ
い
て
、
勝
弦
に
あ
る

企
業
所
有
の
宿
泊
施
設
を
借
り
、

小
中
学
生
の
校
外
学
習
施
設
と
し

て
使
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
を
受
け
、
活
発
な
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
「
地
域
の
要
望

な
ど
も
あ
り
、
連
携
、
協
力
を
得

る
な
か
で
、
幅
広
い
活
用
に
む
け

て
の
検
討
も
行
っ
て
い
く
」
と
の

方
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
事
前

の
検
討
、
研
究
が
不
十
分
で
あ
る

等
の
理
由
で
削
除
す
る
べ
き
と
し

た
修
正
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
質

疑
討
論
の
結
果
、
修
正
案
は
賛
成

少
数
で
否
決
さ
れ
、
賛
成
多
数
に

よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。


